
民衆中心の共同体実現とASAENの地位向上に深く貢献した「ASEAN
統合の立役者」

受賞者／Awardee

メモラブル賞

故スリン・ピッスワン

  

元ASEAN事務総長

　スリン氏は、ASEANの地位向上のため、2008年に発効したASEAN憲章の実践においてリーダーシップ

を発揮し、加盟10か国が履行するべき普遍的な原則を設け、ASEANが規定に基づく国際機関となること

に大きく貢献した。

　また、民衆中心の共同体を実現するための取り組みの一環として、市民団体との交流を強化すること

に熱心に取り組み、世界とASEANとのつながりを強化するとともに、ASEANの経済発展と繁栄のため、

東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA）の創設にも深く関与した。

　身命を賭して東アジア地域のみならず世界の発展に深く貢献してきたスリン氏の栄誉をたたえ、メモ

ラブル賞が授与される。


